
令和７年２月２８日発行 

学校目標 
[自主]個性を生かし 自ら学び続ける人間 

[敬愛]自他を尊重し 思いやりのある人間 

[克己]困難に打ち克つ 心身ともにたくましい人間 
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２月２３日（日）付朝日新聞の天声人語タイトルは、英国のミステリー『ブラウン神父』の台詞から引用した「木の

葉を隠すなら森の中」。【一枚の葉】を比喩として使っています。全員給食実施に伴うエレベータ設置工事が始ま

り、来賓玄関前のホオノキが伐採されました。一枚の葉の大きさは日本に自生する広葉樹の中では最大級で、朴

葉寿司や朴葉焼きとしても有名です。５月頃、香りのある大きな白い花を咲かせます。移植が叶わず、立派な葉を

見上げることも、甘い芳香が漂うこともなくなり、残念でなりません。 
 

「ひさかたの空の高処に匂ふべし朴の花しろく光と澄みて」 (清原令子)〔満月〕 

「わが背子が捧げて持てるほほがしはあたかも似るか青き蓋(きぬがさ)」（僧恵行）〔万葉集〕 
 
２月３日(月)の全校朝礼では、次のような話をしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以前紹介した司馬遼太郎さんがいう、「たのもしい人格」をもち、「こんなとき、あいつがいたら、あのこがいたら

なあ」と言ってもらえる人に成長し、次の年度を迎えたいものです。 

「生徒・教員一人一人が人権尊重・生命尊重の精神をもち、いじめ・不適切な言動のない学校」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながる大切さを感じて、次の学年へ 
校長 福田 秀樹 

毎年、成瀬台小学校との間に「鯉の架け橋」をつなげたいと考えております。鯉のぼりの御提供をお待ちしております！ 

１年生は１月１７日(金)の午後、体育館で書き初め大会を行いました。どのような様子か見るために体育館に行く

と、入口は閉まっていて中に人の気配を感じないほど静かです。恐る恐る扉を開けると、１年生全員の姿が確認で

きましたが、話し声もほとんど聞こえません。聞こえるのは、半紙の上を筆が動く音ぐらいです。学年全員が集合し

ながら、これほど集中して取組める様子に、成長が感じられ大変嬉しく思いました。 

２年生は、１月２２日(水)からの３日間の職場体験でした。朝自宅から体験先に直行し、午後は体験終了後に直

接自宅に戻るということも含め、初体験の連続だったと思います。実際の体験内容も想像を超える作業や出来事

に多くの刺激や学びがあったことでしょう。ぜひ今後の生活に生かしてほしいと思います。 

３年生は、進路決定の真っ最中です。私立高校の推薦入試や都立高校の推薦入試の結果が次々に出ていると

ころです。ほぼ全員が合格となる私立高校の推薦入試と違って、都立高校の推薦入試は、例年の合格率が３０％

後半から４０％前半という厳しいものです。多くの受験生が、チャレンジして半分以上が悔しい思いをしています。

まだ、一般入試があるとはいっても、気持ちの切り替えはそんなに簡単ではありません。 

教科書に掲載されることもある、高村光太郎の「道程」という有名な詩があります。 

「僕の前に道はない」「僕の後ろに道はできる」という有名な一節から始まります。初めから自分の生き方や人生は

決定しているものではなく、自分から一歩を踏み出すことによって、生き方や進路という道が自然と開けていくとい

うメッセージでもあります。 

長く生きていくと、人生は思いどおりにいかないことが大半だということが分かります。 

上手くいかなかった出来事は、「全ての出来事には意味がある」と前向きに捉えるチャンスでもあります。シモーヌ・

ヴェイユというフランスの有名な女性哲学者の「未来は、現在と同じ材料でできている。」という言葉は何度か話を

しています。未来と今は、別のものではなく、今の想いや行動がそのまま繫がっていって未来になる、未来を思い

描くのならば、それほど「今」が大切なのだと、という意味です。 

第３学期が次の学年への「０学期」という表現は、今現在、取り組んでいないことは、いつまでも実現しないとい

うことを意味する言葉でもあります。同じ時間と空間を共有する時間が長いほど、互いを思いやり、仲間の成長を

共に喜び、仲間の悩みや苦しみを敏感に察知して、自分にできることは何かを一人一人が考えられる集団になって

いくはずです。仲間を大切にするということは、自分を大切にすることにもつながります。今のクラスや学年で生活

できる時間は残りわずかです。仲間との一日一日を大切にする学校生活にしていきましょう。 



３月のおもな予定 教育活動の様子
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笑顔と学びの体験活動プロジェクト 

２月２７日（木）に大都ジャズオーケストラを招き、芸術・文
化に触れる体験として、音楽鑑賞を行いました。豊かな心の
育成を目的としつつ、体育館をコンサート会場にして、まさに
音を楽しむ時間となりました。サプライズ演奏では全校生徒
に馴染みのある、あの曲もジャズ調になると雰囲気が変わ
り、盛り上がりを見せました。 
来年度の実施（内容未定）も期待できます。 

台中生の健闘を讃えて （敬称略） 
※ＨＰでは個人情報保護の観点から氏名掲載せず 

・町田市児童生徒表彰（1年男子） 
 第４７回全国ＪＯＣジュニアオリンピック夏季水泳競技 
大会に５０ｍ自由形、１００ｍ自由形に出場。 

 

・学校保健優良校表彰 

（町田市学校保健会） 
 

 

ポプラ学級 交流の様子 

 ポプラ学級は１月３１日（金）、町田市立総合体育館でスポー
ツ交流会に参加しました。バスケットボールを行い、他の特別
支援学級の生徒と交流しました。２月１４日（金）には南第二小
学校を訪問し、小中交流会を開催しました。交流および共同
学習を一層推進し、豊かな人間性を育んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も地域の皆様から御提供いただいた雛人形を飾り、
桃の節句を祝います。地域・学校職員と生徒が一緒になって
準備しました。生徒の無病息災と幸福を祈る象徴として飾っ
てあります。（本来は３月４日に収納しますが）３月２５日（火）
まで展示する予定です。御来校の際は是非、御覧ください。 

雛人形飾りの設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本体育大学所属で、日本代表選手として世界で活躍す
るアルティメットの選手を講師に招き、全ての学年・学級で体
験学習を実施しました。日本フライングディスク協会のルール
に従い、セルフジャッジによる公平・公正さを学びました。 

アルティメット体験（保健体育） 日 曜 内容 備考

1 土

2 日

3 月
全校朝礼　安全指導
都一次･前期発表[手続～3/4]　保護者会（1年）

１年⑤⑥カット

３年②〜⑥カット

4 火 保護者会（2年） ２年⑤⑥カット

5 水 職員会議　ＰＴＡ代表委員会
いのちの授業Ⅰ多様性理解（3年）

SC

6 木 都二次・後期選抜出願　生徒会一斉委員会
Ｂ時程

①～④ｽﾎﾟｰﾂ大会(3年）

7 金 保護者会（ポプラ学級）　生徒会中央委員会
ポプラお別れ会

SC

8 土 社会人せんせい

9 日

10 月 生徒会朝礼　避難訓練 3年特別時間割始

11 火 都二次・後期選抜　ESAT-J(1年)(2年)

12 水 職員会議
いのちの授業Ⅱ生命（３年）

SC

13 木

14 金 都二次後期発表・手続 SC

15 土

16 日

17 月 卒業式予行 ⑤⑥カット

18 火
Ｂ時程

⑤⑥カット

19 水 卒業式 SC

20 木 春分の日

21 金
①～④（２年）球技大会

SC

22 土

23 日

24 月
①～④（１年）球技大会

⑤特別清掃

⑥カット

25 火 修了式

26 水 春季休業日　始

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月
SC:スクールカウンセラー勤務日 


